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        No. 2506
2019 年 12 月 16 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

臨
時
国
会
が
閉
会
（
９

日
）。「
桜
を
見
る
会
の
疑

惑
を
残
し
た
ま
ま
だ
」「
こ

れ
で
幕
引
き
は
許
さ
れ
な

い
」「
野
党
が
結
束
し
て
徹

底
審
議
を
求
め
た
結
果
、

閉
会
中
も
質
疑
応
答
を
行

う
こ
と
が
決
ま
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
。「
ド
イ
ツ
の

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
発
表
し
た

　

日
本
科
学
者
会
議
（
Ｊ

Ｓ
Ａ
）
東
京
支
部
は
、
11

月
30
日
、
12
月
1
日
の
両

日
、
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
、
第
20

回
東
京
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
き
、
会
員
研
究
者

の
ほ
か
市
民
や
大
学
院

生
・
学
部
生
な
ど
の
若
手

が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

第
20
回
東
京
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

理
性
と
希
望
の
平
和
な
時
代
へ
と
も
に

　
　
　
　

日
本
科
学
者
会
議
東
京
支
部イ

ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

　

特
別
報
告
と
し
て
南

彰
・
新
聞
労
連
委
員
長
の

「
報
道
事
変
―
『
一
強
化
』

す
る
権
力
と
対
峙
す
る
た

め
に
―
」、
上
西
充
子
・
法

政
大
学
教
授
の「『
多
様
な

働
き
方
を
選
択
で
き
る
社

会
』
と
労
働
者
の
権
利
」

の
タ
イ
ム
リ
ー
で
興
味
深

い
報
告
が
あ
り
、
活
発
な

質
疑
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
全
体
で
20
件
の

多
彩
な
分
科
会
が
開
か
れ
、

Ｊ
Ｓ
Ａ
武
蔵
野
通
研
分
会

か
ら
は
、IT
技
術
と
教
育
・

労
働
・
社
会
生
活
、
リ
ニ

ア
新
幹
線
問
題
、
日
本
の

科
学
・
技
術
の
現
状
と
ロ

マ
ン
、
戦
争
と
文
学
な
ど

6
つ
の
分
科
会
を
企
画
し
、

熱
心
に
討
論
さ
れ
ま
し
た
。

各
国
の
温
暖
化
対
策
評
価

で
、
日
本
は
58
カ
国
・
地

域
中
51
位
だ
っ
た
」「
小
泉

環
境
大
臣
の
演
説
後
に
ま

た
不
名
誉
な
化
石
賞
が
贈

ら
れ
た
」「
具
体
的
な
削
減

目
標
を
示
さ
ず
、
石
炭
火

力
の
撤
退
も
表
明
し
な

か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

吉
野
彰
さ
ん
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
受
賞
式
。「
記
者
会

見
で
『
私
が
受
賞
す
る
こ

と
は
企
業
の
若
い
研
究
者

た
ち
を
勇
気
づ
け
る
だ
ろ

う
』
と
受
賞
の
意
義
を

語
っ
た
」「
記
念
講
演
で

９
条
は
世
界
の
希
望

　
コ
ス
タ
リ
カ
の
弁
護
士
来
日

　
　
　

映
画
と
ト
ー
ク
の
夕
べ

　

憲
法
で
常
備
軍
を
廃
止

し
て
い
る
中
米
・
コ
ス
タ

リ
カ
の
弁
護
士
ロ
ベ
ル

ト
・
サ
モ
ラ
さ
ん
（
39
）

が
来
日
。
６
日
、
都
内
で

映
画
と
ト
ー
ク
の
夕
べ
が

開
か
れ
、
１
２
０
人
が
集

い
ま
し
た
。

　

東
京
東
部
法
律
事
務
所

の
弁
護
士
・
大
江
京
子
さ

ん
が
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
実

践
を
学
ぶ
こ
と
で
「
憲
法

９
条
が
時
代
遅
れ
ど
こ
ろ

か
21
世
紀
の
安
全
保
障
の

先
駆
け
で
あ
る
と
分
か
る

で
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
「
軍
隊
を
持
た
な
い
国

の
暮
ら
し
と
教
育
」
と
題

し
て
語
っ
た
サ
モ
ラ
さ
ん

は
、
１
９
４
９
年
に
憲
法

で
軍
隊
を
廃
止
し
て
、
浮

い
た
国
家
予
算
を
教
育
や

医
療
に
回
し
、
国
内
の

ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
さ
せ

な
い
、
地
域
紛
争
に
介
入

し
な
い
と
決
め
た
憲
法
の

歴
史
を
説
明
。「
軍
隊
の
目

的
は
他
国
へ
の
攻
撃
。
し

か
し
そ
の
時
、
国
を
守
る

た
め
と
い
う
。
日
本
政
府

も
自
衛
隊
は
軍
隊
じ
ゃ
な

い
、
国
を
守
る
も
の
と
大

ウ
ソ
を
つ
い
て
い
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

今
年
に
入
っ
て
激
増
。
11
月

ま
で
に
前
年
比
１
・
63
倍
に

尖閣諸島周辺での中国公船による
領海侵入・接続水域入域 ( のべ隻数 )

分科会で活発な議論
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

新
聞
労
連
は
２
日
、「
桜

を
見
る
会
」
疑
惑
を
め
ぐ

る
「
オ
ー
プ
ン
な
首
相
会

　

厚
労
省
は
９
月
末
、
公

立
病
院
や
、
日
赤
、
済
生

会
な
ど
が
運
営
す
る
公
的

病
院
に
つ
い
て
再
編
統
合

を
促
す
４
２
４
の
病
院
名

を
公
表
。
公
費
削
減
あ
り

き
で
医
療
体
制
を
縮
小
し

よ
う
と
す
る
国
に
対
し
各

地
で
反
発
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
統
合

　

町
長
「
と
ん
で
も
な
い
」

　
な
く
な
れ
ば
病
院
に
車
で
１
時
間

『
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

を
核
に
新
し
い
技
術
が
生

ま
れ
れ
ば
、
環
境
問
題
を

解
決
に
導
く
こ
と
が
で
き

る
』
と
提
言
し
た
」「
笑
顔

が
い
い
。
孫
を
含
め
、
家

族
を
み
な
連
れ
て
行
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

神
奈
川
県
庁
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ

流
失
問
題
。「
流
出
元
の
情

報
機
器
リ
ユ
ー
ス
業
者
の

元
従
業
員
が
逮
捕
さ
れ

た
」「
２
０
１
６
年
か
ら
Ｈ

Ｄ
Ｄ
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

情
報
機
器
を
７
８
４
４
台

転
売
し
て
い
た
」「
管
理
が

ず
さ
ん
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

川
崎
市
で
ヘ
イ
ト
ス

と
喜
ん
で
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

コ
ン
ビ
ニ
各
社
が
元
日

休
業
を
検
討
。「
店
長
ら
の

組
合
が
『
元
日
ぐ
ら
い
休

ま
せ
ろ
』
と
訴
え
た
」「
ア

ル
バ
イ
ト
確
保
が
大
変
だ

し
、
店
長
の
労
働
も
過
酷

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
残

業
代
未
払
い
が
発
覚
。「
未

払
い
額
は
総
額
４
億
９
千

万
円
に
達
す
る
。
１
９
７

０
年
代
か
ら
支
払
い
が
不

足
し
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
」「
と
て
つ
も
な

い
額
だ
。
ど
う
し
て
今
ま

で
分
か
ら
な
か
っ
た
の

か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ラ
グ
ビ
ー
選
手
、
東
京

丸
の
内
を
パ
レ
ー
ド
。

「
５
万
人
も
集
ま
っ
た
」

「
昨
年
ま
で
は
こ
ん
な
こ

と
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
」

「
ラ
グ
ビ
ー
が
面
白
く

な
っ
た
」「
子
ど
も
の
ク
ラ

ブ
の
参
加
が
増
え
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
気
温
の
変
化
が
大
き

い
」「
12
日
は
、着
た
も
の

を
次
々
脱
い
で
も
汗
を
か

い
た
」「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
学
級
閉
鎖
が
出
て
い
る
。

手
洗
い
が
大
切
だ
」

オープンな首相会見を

新聞労連が「桜」疑惑で声明

見
を
求
め
る
」
と
題
す
る

声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

声
明
は
、「
政
府
は
電
子

デ
ー
タ
の
復
元
な
ど
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
、
国

民
・
市
民
の
疑
問
に
答
え

る
べ
き
で
あ
る
」
と
強
調

す
る
と
と
も
に
、
11
月
15

日
の
安
倍
首
相
の
ぶ
ら
下

が
り
取
材
に
つ
い
て
、「
こ

の
問
題
を
取
材
し
て
い
る

社
会
部
記
者
や
、
ネ
ッ
ト

メ
デ
ィ
ア
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
な
ど
の
記
者
の
多
く
は

参
加
す
る
こ
と
が
困
難
で
、

公
正
さ
を
欠
く
取
材
設
定

だ
っ
た
」、「
公
権
力
側
が

特
定
の
取
材
者
に
だ
け
質

問
を
認
め
た
り
、
一
方
的

に
会
見
を
打
ち
切
っ
た
り

す
る
な
ど
の
、
恣
意
的
な

運
用
の
な
い
状
態
で
、

オ
ー
プ
ン
な
首
相
の
記
者

会
見
を
行
う
べ
き
で
あ

る
」と
指
摘
。「
報
道
各
社

は
結
束
し
て
、
オ
ー
プ
ン

で
十
分
な
時
間
を
確
保
し

た
首
相
記
者
会
見
の
実
現

に
全
力
を
尽
く
す
べ
き

だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

最
も
多
い
の
は
北
海
道

の
54
病
院
。そ
の
一
つ
、本

別
町
国
民
健
康
保
険
病
院

は
町
唯
一
の
病
院
。
同
病

院
の
救
急
医
療
受
入
数
は

年
約
３
０
０
件
。
町
長
は

「
な
く
て
は
な
ら
な
い
病

院
」「
し
ば
れ
る
地
理
的
条

件
も
考
え
ず
統
廃
合
な
ど

あ
り
え
な
い
」
と
語
り
ま

す
。
な
く
な
れ
ば
帯
広
市

の
病
院
に
車
で
１
時
間
か

か
り
ま
す
。

　

自
公
政
権
の
も
と
で
病

床
数
は
減
り
続
け
、
公
立

で
は
10
年
間
で
２
万
１
千

足
で
す
。
す
べ
て
の
国
民

に
必
要
な
医
療
を
保
障
す

る
に
は
、
医
師
・
看
護
婦

の
抜
本
的
増
員
に
か
じ
を

切
り
、
地
域
医
療
の
確
保

に
国
が
財
政
支
援
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

世界の平均気温
　直近５年で最高

現状なら今世紀末上昇３度以上

　

世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ

Ｏ
）
は
３
日
、
直
近
５
年

間
（
２
０
１
５
～
19
年
）、

同
10
年
間
（
２
０
１
０
～

19
年
）
の
世
界
平
均
気
温

が
過
去
最
高
を
記
録
し
た

と
発
表
。
地
球
上
の
気
温

は
産
業
革
命
以
降
、１
・
１

度
上
昇
。
２
０
１
８
年
に

過
去
最
高
を
記
録
し
た

CO
₂

の
大
気
中
濃
度
は
上

昇
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｍ
Ｏ
の
タ
ー
ラ
ス
事

務
局
長
は
「
今
、
何
も
行

動
を
起
こ
さ
な
い
な
ら
、

今
世
紀
末
に
気
温
は
３
度

以
上
に
上
昇
」
と
指
摘
し
、

さ
ら
に
「
気
候
変
動
の
影

響
は
、
日
々
過
激
に
尋
常

で
な
く
な
っ
て
い
る
。
２

０
１
９
年
は
、
過
去
に
は

１
０
０
年
に
１
度
と
言
わ

れ
て
き
た
熱
波
や
洪
水
が

頻
繁
に
発
生
し
、
バ
ハ
マ

か
ら
日
本
、
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
ま
で
、
破
壊
的
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

床
が
減
ら
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
医
師
数
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
加
盟
国
平
均
よ
り
10
万

人
も
少
な
く
絶
対
的
に
不

核
兵
器
禁
止
条
約
の

批
准

　

ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・

　

バ
ー
ブ
ー
ダ
34
カ
国
目

　

カ
リ
ブ
海
の
島
国
ア
ン

テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ

が
11
月
25
日
、
核
兵
器
廃

止
条
約
の
批
准
書
を
国
連

に
寄
託
し
ま
し
た
。
同
条

約
を
批
准
し
た
国
は
34
カ

国
と
な
り
、
発
行
に
必
要

な
批
准
国
は
残
り
16
カ
国

と
な
り
ま
し
た
。

ピ
ー
チ
禁
止
条
例
成
立

（
12
日
）。「
罰
金
50
万
円

だ
」「
在
日
韓
国
人
の
女
性

が
『
市
が
私
た
ち
を
守
っ

て
く
れ
る
、
う
れ
し
い
』


